
イラン和平合意で急落、一時70ドル台前半へ
NY原油先物相場は、1バレル＝70ドル台後半まで急落した。6月14日に米国とイランが和平合意を発表

したことで、原油供給過環境の正常化を先取りする動きが優勢になった。17日には両国の戦闘終結を定

めた覚書への署名が行われ、今後はイラン核問題など巡る「最終合意」を目指して60日間の交渉期間に

入る。イスラエルとレバノンの交戦が報告されるなど、一定の緊張感は維持されているが、ホルムズ海

峡の封鎖解除による供給増を見込んで、80ドルの節目を完全に割り込み、一時72.83ドルまで下落して

3月3日以来の安値を更新した。

2月28日の米国とイスラエルによるイランへの攻撃で始まったイラン戦争は、ようやく終結に至った。

今後の核問題を巡る協議などによっては改めて軍事紛争やホルムズ海峡の封鎖が行われる可能性もある

が、すでにホルムズ海峡を通航するタンカーの数が増えているとの報告もあり、原油相場は素直に売り

優勢の展開となった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（6月12日時点）は、原油が前週比826万バレル減、ガ

ソリンが91万バレル減、石油精製品が95万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イラン和平合意の織り込み続くと、瞬間的に70ドル割れも
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【展望】

米国とイランの和平合意成立を受けて、原油市場環境は急変

しつつある。既に前週の段階で和平合意期待の織り込みが進

んでいたが、実際にホルムズ海峡の封鎖解除も段階的に行わ

れると、原油需給にも大きな影響が生じることになる。おお

むね30日で戦争勃発前の船舶通航環境の回復を目指すことに

なるが、このままタンカーによるホルムズ海峡通過の報告が

増えてくると、原油相場の値下がり傾向が続きやすい。

向こう数週間は消費国の在庫取り崩しが続く可能性が高いた

め、まだ緊張感は維持される。しかし、湾岸諸国は大量の陸

上・洋上在庫を抱えているこため、大規模な輸出に意欲を示

している。需給バランスは供給不足から供給過剰に急転換す

る見通しであり、消費国では在庫積み増しの動きも始まる可

能性がある。

このままホルムズ海峡の封鎖解除が着実に進めば、投機筋は

原油市場の買いポジション整理を進めることになり、短期的

にはオーバーシュート気味の安値形成が進む可能性まで想定

しておく必要がある。70ドル割れを試す可能性もあろう。

ただし、このまま中東情勢が安定化するのかは不透明感が強

い。イスラエルはレバノンに対する攻撃を繰り返しており、

米国とイランの双方から批判されているものの、和平合意を

意図的に覆そうとしているのではないかと疑問視されるよう

な動きも繰り返している。また、今後はイラン核問題の進展

状況をみながら米国は対イラン制裁の緩和・解除、復興支援

などを進めていくことになるが、米国とイランが「最終合

意」に至るのかも不透明感が強い。イラン情勢次第では80ド

ル台回復など、安値修正が促される可能性も残されている。
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